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今回は、今年度のスローガンについて、少しお伝えしたいと思います。
今年度も、御館山小が目指す学校の姿に迫るスローガンは、昨年度までと変わらず、

『笑顔あふれる「み」「た」「ち」「や」「ま」』『笑顔あふれる「み」「た」「ち」「や」「ま」』です。
これは、子どもたちの豊かな心や確かな学力を育む学校は、
笑顔で安心して生活できる場所でなくてはならない･･･との思いを表したものです。
また、「あふれる」には、「一部ではなく全員が･･･」という思いを込めています。
771名の子どもたち全員が、笑顔で学校生活を送れる御館山小学校を目指していく･･･、
ということであると同時に、保護者・教職員・地域の方々も含め、
御館山小に関わる全ての方が笑顔になれるようにとの願いを込めたものです。

そして、「笑顔あふれる」に続く「み」「た」「ち」「や」「ま」は、
「み・た・ち・や・ま」の5文字を頭文字に合わせて、
子どもたち一人一人がこんな人に育ってほしいという姿を表しています。

「み」＝見つけよう夢を
※夢や目標に向かって努力するがんばりやさん

「た」＝助け合おう友と
※困ってい る人 を助け る優 し い子

「ち」＝知恵と
※「自分ならどうする？」といつも考え工夫する子

「や」＝やる気と
※どんなことにも全力でぶつかるやる気満々な子

「ま」＝真心で
※正直でウソをつかず差別をしない心をもった子

そして、その目指す姿の象徴として、
ミミユメ、タスク、チエ、ヤルーキー、マゴコロの5人のキャラクターがいて、
学校内の色々な掲示物や各種行事にも登場していますので、
2年生以上の保護者の方はご存じだと思います。
1年生の保護者の方も、この機会に覚えていただければ嬉しいです！【左欄に載せています】

そして、この『笑顔あふれる「み」「た」「ち」「や」「ま」』を実現するために、
今年、全校みんなで意識を揃え、取り組もうとしていることがあります。
それが、この3つです。

『いつでも・どこでも・だれとでも』『いつでも・どこでも・だれとでも』 相手を思いやる行動ができる子

『学びをつなげる』『学びをつなげる』 自ら進んで学びに向かえる子

『何ができる？どう動く？』『何ができる？どう動く？』 目標に向かって挑戦する子・「何ができるか」を考え行動する子

この3つのフレーズは、4月1日に職員間で共有し、
２～６年生の子どもたちには、4月6日の始業式の日に、
「笑顔あふれる御館山小学校」にするために心に留めておいて欲しい3つの言葉･･･
として伝え、簡単に説明しました。

この3点は、今後、御館山小学校の全ての教育活動において、
めあてとして全校で意識していく言葉（考え方）ですが、
保護者・地域の皆様にも知っていただき、
ご家庭や地域でも話題にしていただくことで、その効果は更に高まるものと考えています。
･･･と言っても、この3つのフレーズを見ただけでは、
言葉の意味は伝わっても、それが子どもたちの活動とどう繋がるのかは分かりにくいですよね。
そこで、次回から、この3つのフレーズについて、
少し詳しく（堅くならなうように注意しながら）ご説明したいと思います。＜以下次号に続きます。＞
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